
お子さんが、こんな風に育ったらうれしいですよね。

・明るく積極的になり、笑顔が増える！
・できなかったことができるようになる！
・自分で目標を見つけ、努力を楽しむようになる！

どうぞ、【お子さんのありのままを受け入れて】あげてください。
ありのまま受け入れていることを【お子さんに伝え続けて】あげてください。
「この子の笑顔のために私がいる」という感情を、もしお忘れでしたら、ぜひ思い出してください。

成果を褒めるより、お子さんの喜びを自分の喜びに感じられると良いですよね。

望む結果が得られなかったときは、誰より親身に気持ちを分かち合いたいですね。
「辛いね。」「悔しいね。」「「でもよくやった（チャレンジした）ね。」

お子さんが今がんばれないときであるなら、そんなときこそ伝えてあげてください。
「がんばれなくてもいいよ。」「いつできるようになるかは自分で決めていいよ。」

「できなくても、あなたのことが何より大切だよ。」

そんなメッセージを受け取っているお子さんは、きっと幸せですね。

甘やかしたら何もしなくなる？・・・大丈夫ですよ。そんな心配はありません。
お母さんの笑顔・安心が伝わり、お子さん自身が安心します。安定します。

安心できると、自分から挑戦するようになりますよ。

大切にされていると感じられるから、人を尊重できるようになり、思いやりまも育ちます。
人から注意されても相手の善意を感じて、逆恨みせずに素直に受けとめられます。

問題があっても解決しようと工夫するようになる。挫折から立ち直れるようになる。謙虚になる。
傷つくことが少なく、劣等感を感じずにすみます。だからチャレンジ精神旺盛になるんですね。

先代の宮城先生から塾を継いで２０年。その間、何百冊もの本を読んできました。
でも、結局気付けたのは、いろんな個性をもった生徒、そして保護者のおかげなんです。

お子さんの学びを応援し、保護者の不安を軽減する。
そして一緒に成長させていただく。私たちができることは、これだけです。

まだまだ先代には遠く及ばない私ですが、
「全身全霊を傾けて授業に臨みます。どうぞご照覧ください。」
そう誓って、今日も授業に臨むのです。

保護者のみなさまへ


